
株
主
提
案
権
の
現
在
実
相
（
菅
原
）

一

株
主
提
案
権
の
現
在
実
相

─
人
権
Ｄ
Ｄ
と
株
主
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
最
新
動
向
を
踏
ま
え
て

─

菅

　
　原

　
　貴
与
志

１
　
は
じ
め
に

昨
年
二
〇
〇
三
年
の
株
主
総
会
に
お
け
る
株
主
提
案
数
は
、
過
去
最
多
を
更
新
し
た
。
特
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
（
要
求
型
株
主
）
の
動

き
が
活
発
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
東
京
証
券
取
引
所
（
東
証
）
が
「
資
本
コ
ス
ト
や
株
価
を
意
識
し
た
経
営
」
の
実
現
に
向
け
た
対

応
を
要
請
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
（
１
）

、
人
権
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
（
人
権
Ｄ
Ｄ
）
と
株
主
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
動
向
も
株
主
提
案
の

増
加
を
後
押
し
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
株
主
提
案
権
の
概
要
を
整
理
し
た
上
（
後
記
２
）、
会
社
法
上
の
解
釈
問
題
に
つ
い
て
若
干
検
討
し
（
同
３
）、
人
権
Ｄ
Ｄ

論
　
説

）
一
五
（
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二

と
株
主
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
最
新
動
向
を
踏
ま
え
て
、
企
業
実
務
の
視
点
か
ら
み
た
株
主
提
案
の
現
状
を
俯
瞰
し
た
い
（
同
４
・
５
）。

２
　
株
主
提
案
権
の
概
要

株
主
は
、
会
社
が
株
主
総
会
を
招
集
す
る
機
会
を
利
用
し
、
自
ら
の
考
え
を
株
主
総
会
に
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
２
）

。
こ
れ
が
株
主
提

案
権
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
議
題
提
案
権
・
議
案
提
出
権
・
議
案
通
知
請
求
権
と
い
う
三
つ
の
権
利
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
法
三
〇
三
条

〜
三
〇
五
条
）。

⑴
　
議
題
提
案
権

少
数
株
主
（
取
締
役
会
設
置
会
社
の
場
合
に
は
、
六
か
月
前
か
ら
ど
の
時
期
を
と
っ
て
も
総
株
主
の
議
決
権
の
一
％
以
上
ま
た
は
三
〇
〇
個
以
上
の

議
決
権
を
有
し
て
い
た
株
主
。
た
だ
し
、
非
公
開
会
社
で
は
、
六
か
月
の
保
有
期
間
は
課
さ
れ
な
い
）
は
、
会
社
が
招
集
す
る
総
会
で
一
定
の
事
項

を
議
題
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
法
三
〇
（
３
）

三
（
４
）

条
（
５
））。

こ
れ
が
議
題
提
案
権
で
あ
り
、
議
題
追
加
権
と
概
念
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
と
え

ば
、「
取
締
役
○
名
選
任
の
件
」
や
「
剰
余
金
の
配
当
の
件
」
と
い
う
の
が
追
加
す
べ
き
議
題
と
な
る
。

な
お
、
そ
の
行
使
に
つ
い
て
、
法
文
で
は
必
ず
し
も
書
面
に
よ
る
必
要
は
な
い
が
、
実
務
的
に
は
、
株
式
取
扱
規
程
に
お
い
て
書
面
に

よ
り
行
使
す
べ
き
こ
と
を
定
め
る
例
が
多
い
。

株
主
提
案
権
を
行
使
す
る
株
主
は
、
文
理
上
「
株
主
総
会
の
目
的
（
議
題
）」
の
み
を
提
案
す
れ
ば
足
り
る
に
よ
う
に
も
読
め
る
。
し

か
し
、
上
場
会
社
で
は
、
書
面
投
票
制
度
の
採
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
（
有
価
証
券
上
場
規
程
四
三
五
条
）、
株
主
総
会
参
考
書
類

の
提
供
が
必
須
で
あ
り
（
法
三
〇
一
条
一
項
）、
株
主
総
会
参
考
書
類
に
は
議
案
ま
で
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
規
七
三
条
一
項
一
号
）。

）
一
五
（

株
主
提
案
権
の
現
在
実
相
（
菅
原
）

三

し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
上
場
会
社
の
株
主
が
株
主
提
案
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
議
題
だ
け
で
な
く
「
議
案
」
の
提
案
も
伴
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

⑵
　
議
案
提
出
権

議
案
提
出
権
と
は
、
株
主
総
会
の
現
場
に
お
い
て
、
議
題
に
つ
い
て
具
体
的
な
「
議
案
」
を
提
案
す
る
権
利
で
あ
る
（
法
三
〇
四
条
）。

た
と
え
ば
、
株
主
総
会
の
議
場
に
お
い
て
、
会
社
提
案
の
「
議
案
」（「
取
締
役
Ａ
を
選
任
す
る
件
」、「
一
株
あ
た
り
五
〇
円
の
剰
余
金
を
配
当

す
る
件
」）
が
あ
る
状
態
の
下
、
動
議
と
い
う
形
式
に
て
、
会
社
提
案
の
「
議
題
」（「
取
締
役
〇
名
選
任
の
件
」、「
剰
余
金
配
当
の
件
」）
の
範

囲
内
で
、
会
社
提
案
を
修
正
す
る
「
議
案
」（「
取
締
役
Ｂ
を
選
任
す
る
件
」、「
一
株
あ
た
り
六
〇
円
の
剰
余
金
を
配
当
す
る
件
」）
を
提
出
す
る
例

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
（
い
わ
ゆ
る
「
修
正
動
議
」
な
い
し
「
実
質
的
動
議
」）。

⑶
　
議
案
通
知
請
求
権

議
案
通
知
請
求
権
は
、
株
主
が
提
出
し
よ
う
と
す
る
議
案
に
つ
い
て
、
そ
の
要
領
を
招
集
通
知
に
記
載
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
権
利
で

あ
る
（
法
三
〇
五
条
一
項
、
規
九
三
条
一
項
三
号
）。
こ
の
請
求
権
を
行
使
で
き
る
株
主
の
要
件
は
、
議
題
提
案
権
と
同
様
と
な
っ
て
い
る
。

３
　
株
主
提
案
権
を
め
ぐ
る
解
釈
問
題

⑴
　
請
求
と
行
使
の
要
件

取
締
役
会
設
置
会
社
に
お
い
て
、
議
題
提
案
権
と
議
案
要
領
請
求
権
の
請
求
は
、
株
主
総
会
の
日
の
八
週
間
前
ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
法
三
〇
三
条
二
項
・
三
〇
五
条
一
項
）。
公
開
会
社
の
株
主
総
会
の
招
集
通
知
は
、
原
則
と
し
て
、
会
日
の
二
週
間
前
に
発
す
る

）
一
五
（



株
主
提
案
権
の
現
在
実
相
（
菅
原
）

三

し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
上
場
会
社
の
株
主
が
株
主
提
案
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
議
題
だ
け
で
な
く
「
議
案
」
の
提
案
も
伴
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

⑵
　
議
案
提
出
権

議
案
提
出
権
と
は
、
株
主
総
会
の
現
場
に
お
い
て
、
議
題
に
つ
い
て
具
体
的
な
「
議
案
」
を
提
案
す
る
権
利
で
あ
る
（
法
三
〇
四
条
）。

た
と
え
ば
、
株
主
総
会
の
議
場
に
お
い
て
、
会
社
提
案
の
「
議
案
」（「
取
締
役
Ａ
を
選
任
す
る
件
」、「
一
株
あ
た
り
五
〇
円
の
剰
余
金
を
配
当

す
る
件
」）
が
あ
る
状
態
の
下
、
動
議
と
い
う
形
式
に
て
、
会
社
提
案
の
「
議
題
」（「
取
締
役
〇
名
選
任
の
件
」、「
剰
余
金
配
当
の
件
」）
の
範

囲
内
で
、
会
社
提
案
を
修
正
す
る
「
議
案
」（「
取
締
役
Ｂ
を
選
任
す
る
件
」、「
一
株
あ
た
り
六
〇
円
の
剰
余
金
を
配
当
す
る
件
」）
を
提
出
す
る
例

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
（
い
わ
ゆ
る
「
修
正
動
議
」
な
い
し
「
実
質
的
動
議
」）。

⑶
　
議
案
通
知
請
求
権

議
案
通
知
請
求
権
は
、
株
主
が
提
出
し
よ
う
と
す
る
議
案
に
つ
い
て
、
そ
の
要
領
を
招
集
通
知
に
記
載
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
権
利
で

あ
る
（
法
三
〇
五
条
一
項
、
規
九
三
条
一
項
三
号
）。
こ
の
請
求
権
を
行
使
で
き
る
株
主
の
要
件
は
、
議
題
提
案
権
と
同
様
と
な
っ
て
い
る
。

３
　
株
主
提
案
権
を
め
ぐ
る
解
釈
問
題

⑴
　
請
求
と
行
使
の
要
件

取
締
役
会
設
置
会
社
に
お
い
て
、
議
題
提
案
権
と
議
案
要
領
請
求
権
の
請
求
は
、
株
主
総
会
の
日
の
八
週
間
前
ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
法
三
〇
三
条
二
項
・
三
〇
五
条
一
項
）。
公
開
会
社
の
株
主
総
会
の
招
集
通
知
は
、
原
則
と
し
て
、
会
日
の
二
週
間
前
に
発
す
る

）
一
五
（
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四

必
要
が
あ
り
（
法
二
九
九
条
一
項
）、
株
主
総
会
の
八
週
間
前
に
提
案
権
が
行
使
さ
れ
た
場
合
に
は
、
残
り
の
六
週
間
で
そ
の
提
案
に
対
応

し
た
招
集
通
知
の
印
刷
・
封
入
・
発
送
等
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
六
週
間
の
う
ち
に
、
会
社
が
事
前
に
用
意
し
た
議
題
等
に
追
加
し

て
、
提
案
に
対
応
し
た
事
項
を
招
集
通
知
に
記
載
ま
た
は
記
録
し
、
こ
れ
を
発
送
す
る
わ
け
だ
か
ら
、
会
社
の
事
務
処
理
の
観
点
か
ら
す

れ
ば
、
時
間
的
な
余
裕
は
決
し
て
多
く
な
い
。

ま
た
、
公
開
会
社
の
株
主
が
株
主
提
案
権
を
行
使
す
る
た
め
に
は
、「
総
株
主
の
議
決
権
の
一
〇
〇
分
の
一
又
は
三
〇
〇
個
以
上
の
議

決
権
」
を
「
六
か
月
前
」
よ
り
有
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
法
三
〇
三
条
二
項
・
三
〇
五
条
一
項
）。
こ
の
六
か
月
持
株
保
有
要
件
の

起
算
点
は
、
行
使
日
か
ら
遡
っ
て
六
か
月
間
と
考
え
る
の
が
多
数
説
で
あ
る
（
６
）

。
ま
た
、
こ
の
持
株
要
件
を
い
つ
ま
で
充
足
し
て
い
る
必
要

が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
が
、
基
準
日
か
提
案
権
行
使
時
の
い
ず
れ
か
遅
い
ほ
う
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
７
）

。

⑵
　
提
案
内
容
と
議
案
数
の
制
限

議
題
提
案
権
お
よ
び
議
案
追
加
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
法
令
ま
た
は
定
款
に
違
反
し
な
い
限
り
、
株
主
提
案
に
か
か
る
議
題
内
容
の
制

限
は
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
議
案
提
出
権
は
、
議
案
の
内
容
が
法
令
ま
た
は
定
款
に
反
す
る
場
合
、
お
よ
び
当
該
総
会
の
日
か
ら
過
去
三

年
以
内
に
総
株
主
の
議
決
権
の
一
〇
分
の
一
以
上
の
賛
成
が
得
ら
れ
ず
に
否
決
さ
れ
た
議
案
を
再
提
出
す
る
場
合
、
こ
れ
を
提
案
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
（
法
三
〇
四
条
但
書
）。
ま
た
、
取
締
役
会
設
置
会
社
の
場
合
、
定
款
変
更
に
よ
り
株
主
総
会
の
権
限
を
拡
大
で
き
る
た
め

（
法
二
九
五
条
二
項
）、
提
出
で
き
る
議
案
の
内
容
は
広
範
囲
に
及
ぶ
。

こ
の
点
、
米
国
で
は
、
株
主
の
能
力
へ
の
懸
念
や
権
利
濫
用
へ
の
憂
慮
、
会
社
の
負
担
へ
の
危
惧
、
州
法
と
連
邦
規
則
の
関
係
な
ど
を

理
由
に
、
株
主
提
案
に
よ
っ
て
配
当
額
を
具
体
的
に
要
求
し
た
り
、
取
締
役
の
選
解
任
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ

て
き
た
（
８
）

。
し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
Ｓ
Ｅ
Ｃ
規
則
改
正
に
よ
り
、
プ
ロ
キ
シ
ー
ア
ク
セ
ス
（P

roxy A
ccess

。
株
主
総
会
に
お
い
て
、
株
主
が
特

）
一
五
（

株
主
提
案
権
の
現
在
実
相
（
菅
原
）

五

定
の
取
締
役
候
補
者
の
選
任
を
株
主
総
会
議
案
と
し
て
提
案
し
、
会
社
か
ら
株
主
に
送
付
さ
れ
る
書
類
に
掲
載
す
る
こ
と
を
請
求
で
き
る
権
利
）
を
認
め

る
途
が
拓
か
れ
て
い
る
（
規
則14a-11

）。

株
主
提
案
権
は
、
株
主
に
と
っ
て
自
ら
の
考
え
を
会
社
経
営
に
反
映
で
き
る
重
要
な
権
利
で
は
あ
る
が
、
一
部
に
は
株
主
総
会
の
運
営

を
撹
乱
す
る
よ
う
な
濫
用
的
事
例
も
見
受
け
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
（
９
）

。
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
令
和
元
年
改
正
で
は
、
株
主
が
要

領
を
招
集
通
知
に
記
載
す
る
こ
と
を
請
求
で
き
る
議
案
数
の
制
限
が
定
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
取
締
役
会
設
置
会
社
に
お
い
て
、
議
案

通
知
請
求
権
を
行
使
す
る
場
合
の
議
案
の
上
限
数
は
一
〇
個
と
定
め
ら
れ
て
い
る
（
法
三
〇
五
条
四
項
前
段
）。

⑶
　
手
続
違
反
の
効
果

議
案
通
知
請
求
権
（
法
三
〇
五
条
）
が
無
視
さ
れ
た
場
合
は
、
招
集
手
続
に
違
法
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
株
主
提
案
に
対
応
す
る
会
社

提
案
の
議
案
に
つ
い
て
の
み
決
議
取
消
事
由
に
な
る
と
解
す
る
の
が
通
説
で
あ
ろ
う
（
同
八
三
一
条
一
項
一
号
）。

こ
れ
に
対
し
、
議
題
提
案
権
（
法
三
〇
三
条
）
や
議
案
提
案
権
（
法
三
〇
四
条
）
の
行
使
に
手
続
違
反
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
対

す
る
決
議
が
な
い
以
上
、
決
議
取
消
し
の
問
題
は
生
じ
な
い
と
す
る
の
が
多
数
説
で
あ
る
（
10
）

。

⑷
　
勧
告
的
決
議
と
株
主
提
案

株
主
提
案
の
内
容
は
、
法
に
定
め
る
株
主
総
会
決
議
事
項
（
法
二
九
五
条
二
項
）
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
株
主
総

会
で
決
議
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
項
を
議
題
と
す
る
株
主
提
案
は
不
適
法
で
あ
り
、
こ
れ
を
採
り
上
げ
る
必
要
は
な
い
。
そ
こ
で
、
法

お
よ
び
定
款
で
定
め
ら
れ
た
株
主
総
会
決
議
事
項
で
は
な
い
が
、
議
案
と
し
て
株
主
意
思
の
確
認
を
お
こ
な
う
場
合
の
決
議
（
勧
告
的
決

議
）
に
関
す
る
議
題
が
株
主
提
案
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。

こ
の
点
、
い
わ
ゆ
る
買
収
防
衛
策
の
廃
止
に
関
す
る
議
題
に
つ
い
て
、
定
款
に
特
段
の
定
め
が
な
い
以
上
、
こ
れ
を
株
主
総
会
の
目
的

）
一
一
（



株
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原
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五

定
の
取
締
役
候
補
者
の
選
任
を
株
主
総
会
議
案
と
し
て
提
案
し
、
会
社
か
ら
株
主
に
送
付
さ
れ
る
書
類
に
掲
載
す
る
こ
と
を
請
求
で
き
る
権
利
）
を
認
め

る
途
が
拓
か
れ
て
い
る
（
規
則14a-11

）。

株
主
提
案
権
は
、
株
主
に
と
っ
て
自
ら
の
考
え
を
会
社
経
営
に
反
映
で
き
る
重
要
な
権
利
で
は
あ
る
が
、
一
部
に
は
株
主
総
会
の
運
営

を
撹
乱
す
る
よ
う
な
濫
用
的
事
例
も
見
受
け
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
（
９
）

。
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
令
和
元
年
改
正
で
は
、
株
主
が
要

領
を
招
集
通
知
に
記
載
す
る
こ
と
を
請
求
で
き
る
議
案
数
の
制
限
が
定
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
取
締
役
会
設
置
会
社
に
お
い
て
、
議
案

通
知
請
求
権
を
行
使
す
る
場
合
の
議
案
の
上
限
数
は
一
〇
個
と
定
め
ら
れ
て
い
る
（
法
三
〇
五
条
四
項
前
段
）。

⑶
　
手
続
違
反
の
効
果

議
案
通
知
請
求
権
（
法
三
〇
五
条
）
が
無
視
さ
れ
た
場
合
は
、
招
集
手
続
に
違
法
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
株
主
提
案
に
対
応
す
る
会
社

提
案
の
議
案
に
つ
い
て
の
み
決
議
取
消
事
由
に
な
る
と
解
す
る
の
が
通
説
で
あ
ろ
う
（
同
八
三
一
条
一
項
一
号
）。

こ
れ
に
対
し
、
議
題
提
案
権
（
法
三
〇
三
条
）
や
議
案
提
案
権
（
法
三
〇
四
条
）
の
行
使
に
手
続
違
反
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
対

す
る
決
議
が
な
い
以
上
、
決
議
取
消
し
の
問
題
は
生
じ
な
い
と
す
る
の
が
多
数
説
で
あ
る
（
10
）

。

⑷
　
勧
告
的
決
議
と
株
主
提
案

株
主
提
案
の
内
容
は
、
法
に
定
め
る
株
主
総
会
決
議
事
項
（
法
二
九
五
条
二
項
）
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
株
主
総

会
で
決
議
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
項
を
議
題
と
す
る
株
主
提
案
は
不
適
法
で
あ
り
、
こ
れ
を
採
り
上
げ
る
必
要
は
な
い
。
そ
こ
で
、
法

お
よ
び
定
款
で
定
め
ら
れ
た
株
主
総
会
決
議
事
項
で
は
な
い
が
、
議
案
と
し
て
株
主
意
思
の
確
認
を
お
こ
な
う
場
合
の
決
議
（
勧
告
的
決

議
）
に
関
す
る
議
題
が
株
主
提
案
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。

こ
の
点
、
い
わ
ゆ
る
買
収
防
衛
策
の
廃
止
に
関
す
る
議
題
に
つ
い
て
、
定
款
に
特
段
の
定
め
が
な
い
以
上
、
こ
れ
を
株
主
総
会
の
目
的

）
一
一
（
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と
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
か
か
る
議
題
提
案
も
株
主
総
会
の
決
議
事
項
と
な
ら
な
い
と
判
断
し
た
近
時
の
裁
判
例
が
あ
る
（
11
）

。
他
方
、

産
業
競
争
力
強
化
法
（
産
競
法
）
三
一
条
一
項
に
基
づ
く
株
式
分
配
型
の
ス
ピ
ン
オ
フ
が
株
主
提
案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
事
案
に
お
い
て
、

原
則
と
し
て
株
主
提
案
権
の
対
象
に
な
る
と
判
示
し
た
裁
判
例
も
あ
る
（
12
）

。

前
記
の
両
裁
判
例
を
ど
う
理
解
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
様
々
な
見
解
が
あ
り
得
る
と
こ
ろ
だ
が
（
13
）

、
株
主
提
案
権
の
対
象
と
な
る
事
項

は
、
い
ず
れ
も
株
主
総
会
の
決
議
事
項
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
企
業
実
務
の
視
点
か
ら
み
た
株
主
提
案

⑴
　
株
主
総
会
の
現
状
と
課
題

か
つ
て
は
、
日
本
企
業
の
特
質
で
あ
る
株
式
持
合
い
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
物
言
わ
ぬ
株
主
」
が
大
半
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、

近
年
で
は
、
開
催
日
時
を
集
中
日
か
ら
ず
ら
せ
て
、
株
主
が
出
席
し
や
す
い
も
の
と
す
る
取
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

ま
た
、
株
式
の
持
合
い
状
況
に
も
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
き
た
。
二
〇
二
三
年
に
は
、
多
く
の
国
内
機
関
投
資
家
（
た
と
え
ば
、
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
トO

ne

、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
）
に
お
い
て
、
純
資
産
比
率
二
〇
％
以
上
を
占
め
る
場
合
に
は
代
表
取
締
役
の
再
任
に
原
則

反
対
す
る
な
ど
、
政
策
保
有
株
式
の
保
有
総
量
に
関
す
る
議
決
権
行
使
基
準
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
政
策
保
有
株
式
の
縮
減
が
「
資

本
コ
ス
ト
や
株
価
を
意
識
し
た
経
営
」
と
掲
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
一
般
株
主
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
（
14
）

。

こ
れ
に
伴
い
、「
物
言
う
株
主
」
も
確
実
に
増
加
し
て
い
る
。
最
近
の
株
主
総
会
に
お
い
て
は
、
株
主
提
案
権
を
行
使
し
、
増
配
議
案
、

役
員
報
酬
の
個
別
開
示
、
経
営
陣
へ
の
参
画
を
意
図
し
た
取
締
役
選
任
、
株
主
に
対
す
る
決
算
説
明
会
の
開
催
な
ど
を
求
め
る
実
例
も
認

）
一
五
（

株
主
提
案
権
の
現
在
実
相
（
菅
原
）

七

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
「
物
言
う
株
主
」
の
傾
向
は
、
株
式
持
合
い
や
取
引
上
の
必
要
で
出
資
し
た
大
株
主
の
姿
勢

に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
会
社
の
側
で
も
、
広
く
個
人
投
資
家
に
対
す
る
企
業
情
報
の
開
示
に
努
め
、
Ｉ
Ｒ
活
動
を
推
進
し
、

株
主
総
会
を
株
主
と
の
双
方
向
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
活
用
す
る
姿
勢
が
顕
著
で
あ
る
。

⑵
　
株
主
提
案
の
動
向

近
年
は
、
機
関
投
資
家
に
よ
る
積
極
的
な
議
決
権
行
使
な
ど
、
経
営
陣
に
対
す
る
株
主
の
監
視
の
目
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
そ
の

背
景
に
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
影
響
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
（Institutional S

hareholder S
ervices

）
や
グ
ラ
ス
・
ル
イ
ス
（G

lass 

L
ew

is

）
等
に
よ
る
議
決
権
行
使
基
準
の
厳
格
化
な
ど
が
あ
る
（
後
記
５
⑵
⑶
参
照
）。
ま
た
、
最
近
で
は
、
後
記
⑶
の
と
お
り
、
株
主
提
案

行
使
件
数
の
増
加
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
か
ら
株
主
提
案
を
受
け
た
会
社
数
も
増
え
て
お
り
、
こ
う
し
た
投
資
活

動
は
、
今
後
と
も
我
が
国
で
も
活
発
化
す
る
可
能
性
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑶
　
二
〇
二
三
年
六
月
株
主
総
会
の
状
況
（
15
）

二
〇
二
三
年
六
月
株
主
総
会
で
は
、
一
一
二
社
・
四
一
六
議
案
（
前
年
九
七
社
・
三
三
〇
議
案
）
の
株
主
提
案
が
実
施
さ
れ
、
二
〇
二
二

年
に
引
き
続
き
株
主
提
案
の
数
が
増
加
し
、
実
施
社
数
は
過
去
最
大
と
な
っ
た
（
16
）

。
特
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
を
含
む
機
関
投
資
家
（
国
内

ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
、
外
資
系
大
手
運
用
会
社
、
大
手
年
金
基
金
等
）
か
ら
の
株
主
提
案
が
六
一
社
（
前
年
五
一
社
）
と
増
加
し
て
い
る
。

株
主
提
案
の
内
容
と
し
て
は
、
定
款
変
更
議
案
、
役
員
選
解
任
議
案
、
剰
余
金
処
分
・
配
当
議
案
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
従
前
の
傾

向
は
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
、
定
款
変
更
議
案
の
内
容
と
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
の
株
主
提
案
が
な
さ
れ
る
近
時
の
傾
向
も
継
続
し
て
い
る
（
後

記
５
⑷
）。
た
だ
し
、
剰
余
金
配
当
議
案
が
可
決
さ
れ
る
な
ど
、
可
決
さ
れ
た
株
主
提
案
議
案
の
内
容
に
は
一
定
の
変
化
が
認
め
ら
れ
た
（
17
）

。

）
一
五
（



株
主
提
案
権
の
現
在
実
相
（
菅
原
）

七

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
「
物
言
う
株
主
」
の
傾
向
は
、
株
式
持
合
い
や
取
引
上
の
必
要
で
出
資
し
た
大
株
主
の
姿
勢

に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
会
社
の
側
で
も
、
広
く
個
人
投
資
家
に
対
す
る
企
業
情
報
の
開
示
に
努
め
、
Ｉ
Ｒ
活
動
を
推
進
し
、

株
主
総
会
を
株
主
と
の
双
方
向
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
活
用
す
る
姿
勢
が
顕
著
で
あ
る
。

⑵
　
株
主
提
案
の
動
向

近
年
は
、
機
関
投
資
家
に
よ
る
積
極
的
な
議
決
権
行
使
な
ど
、
経
営
陣
に
対
す
る
株
主
の
監
視
の
目
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
そ
の

背
景
に
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
影
響
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
（Institutional S

hareholder S
ervices

）
や
グ
ラ
ス
・
ル
イ
ス
（G

lass 

L
ew

is

）
等
に
よ
る
議
決
権
行
使
基
準
の
厳
格
化
な
ど
が
あ
る
（
後
記
５
⑵
⑶
参
照
）。
ま
た
、
最
近
で
は
、
後
記
⑶
の
と
お
り
、
株
主
提
案

行
使
件
数
の
増
加
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
か
ら
株
主
提
案
を
受
け
た
会
社
数
も
増
え
て
お
り
、
こ
う
し
た
投
資
活

動
は
、
今
後
と
も
我
が
国
で
も
活
発
化
す
る
可
能
性
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑶
　
二
〇
二
三
年
六
月
株
主
総
会
の
状
況
（
15
）

二
〇
二
三
年
六
月
株
主
総
会
で
は
、
一
一
二
社
・
四
一
六
議
案
（
前
年
九
七
社
・
三
三
〇
議
案
）
の
株
主
提
案
が
実
施
さ
れ
、
二
〇
二
二

年
に
引
き
続
き
株
主
提
案
の
数
が
増
加
し
、
実
施
社
数
は
過
去
最
大
と
な
っ
た
（
16
）

。
特
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
を
含
む
機
関
投
資
家
（
国
内

ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
、
外
資
系
大
手
運
用
会
社
、
大
手
年
金
基
金
等
）
か
ら
の
株
主
提
案
が
六
一
社
（
前
年
五
一
社
）
と
増
加
し
て
い
る
。

株
主
提
案
の
内
容
と
し
て
は
、
定
款
変
更
議
案
、
役
員
選
解
任
議
案
、
剰
余
金
処
分
・
配
当
議
案
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
従
前
の
傾

向
は
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
、
定
款
変
更
議
案
の
内
容
と
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
の
株
主
提
案
が
な
さ
れ
る
近
時
の
傾
向
も
継
続
し
て
い
る
（
後

記
５
⑷
）。
た
だ
し
、
剰
余
金
配
当
議
案
が
可
決
さ
れ
る
な
ど
、
可
決
さ
れ
た
株
主
提
案
議
案
の
内
容
に
は
一
定
の
変
化
が
認
め
ら
れ
た
（
17
）

。

）
一
五
（
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そ
う
し
た
近
年
の
株
主
提
案
や
そ
の
可
決
事
例
の
増
加
の
背
景
に
は
、
資
本
効
率
改
善
や
株
主
還
元
強
化
に
加
え
て
、
資
本
市
場
に
お

け
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
等
に
関
す
る
問
題
意
識
の
高
ま
り
が
あ
る
。

ま
た
、
自
己
株
式
の
取
得
を
求
め
る
株
主
提
案
も
増
加
傾
向
に
あ
（
18
）

る
（
19
）

。
そ
の
背
景
に
は
、
政
策
保
有
株
式
の
解
消
と
と
も
に
、
東
証
の

Ｐ
Ｂ
Ｒ
（
株
価
純
資
産
倍
率
）
改
善
の
要
請
（
20
）

を
受
け
て
、
株
主
が
自
己
株
式
の
取
得
を
提
案
し
や
す
い
環
境
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ

う
。

５
　
人
権
Ｄ
Ｄ
と
株
主
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム

⑴
　
我
が
国
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権

人
権
Ｄ
Ｄ
と
は
、
企
業
が
事
業
に
お
け
る
人
権
リ
ス
ク
（
た
と
え
ば
、
強
制
労
働
、
児
童
労
働
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
）
を
特
定
し
、
そ
の
防

止
・
軽
減
を
図
り
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
か
に
つ
い
て
説
明
・
情
報
開
示
す
る
、
と
い
う
一
連
の
取
組
み
で
あ
る
。

世
界
的
に
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
（
21
）

、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
に
日
本
政
府
が
発
表
し
た
「『
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
』

に
関
す
る
行
動
計
画
」
で
は
、
企
業
に
対
し
て
、
①
人
権
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
プ
ロ
セ
ス
導
入
、
②
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
含
む

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
、
③
効
果
的
な
苦
情
処
理
の
仕
組
み
を
通
じ
た
問
題
解
決
を
期
待
す
る
旨
が
表
明
さ
れ
て
お
り
、
我
が
国

に
お
い
て
も
人
権
Ｄ
Ｄ
の
取
組
み
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
点
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
（
Ｃ
Ｇ
コ
ー
ド
（
22
））

補
充
原
則
二-

三
①
で
も
「
取
締
役
会
は
、
気
候
変
動
な
ど
の
地

球
環
境
問
題
へ
の
配
慮
、
人
権
の
尊
重
、
従
業
員
の
健
康
・
労
働
環
境
へ
の
配
慮
や
公
正
・
適
切
な
処
遇
、
取
引
先
と
の
公
正
・
適
正
な
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九

取
引
、
自
然
災
害
等
へ
の
危
機
管
理
な
ど
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
巡
る
課
題
へ
の
対
応
は
、
リ
ス
ク
の
減
少
の
み
な
ら
ず
収
益
機
会
に

も
つ
な
が
る
重
要
な
経
営
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
、
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
積
極
的
・
能
動
的

に
取
り
組
む
よ
う
検
討
を
深
め
る
べ
き
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
現
代
企
業
に
と
っ
て
は
人
権
Ｄ
Ｄ
の
取
組
み
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

⑵
　
機
関
投
資
家
と
人
権
問
題

機
関
投
資
家
に
も
、
人
権
尊
重
の
動
き
が
顕
在
化
し
て
き
た
。

二
〇
一
四
年
、
金
融
庁
は
、
二
〇
一
〇
年
の
英
国
「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
」（T

he U
K

 S
tew

ardship C
ode

）
を
参
考
に
、

「
責
任
あ
る
機
関
投
資
家
」
の
諸
原
則
《
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
（
Ｓ
Ｓ
コ
ー
ド
）》
を
策
定
し
た
。
Ｓ
Ｓ
コ
ー
ド
と
は
、

「
機
関
投
資
家
が
投
資
先
企
業
と
の
建
設
的
な
対
話
（
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
）
を
通
し
て
そ
の
持
続
的
成
長
を
促
し
、
顧
客
・
受
益
者
の
中

長
期
的
な
投
資
リ
タ
ー
ン
の
拡
大
を
図
る
」
た
め
に
有
用
と
考
え
ら
れ
る
諸
原
則
の
こ
と
で
あ
る
。

Ｓ
Ｓ
コ
ー
ド
原
則
六
は
、「
機
関
投
資
家
は
、
議
決
権
の
行
使
も
含
め
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を
ど
の
よ
う
に
果
た
し
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
、
顧
客
・
受
益
者
に
対
し
て
定
期
的
に
報
告
を
行
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
お
り
、
機
関
投
資
家
は
、
そ

の
背
後
の
投
資
家
に
対
し
、
上
場
会
社
株
主
総
会
の
議
決
権
行
使
に
関
す
る
実
質
的
な
判
断
に
つ
い
て
の
説
明
が
求
め
ら
れ
る
。

か
か
る
状
況
下
、
機
関
投
資
家
に
は
、
投
資
サ
イ
ク
ル
全
般
で
投
資
先
の
人
権
リ
ス
ク
も
点
検
す
る
こ
と
が
強
く
期
待
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た

⑶
　
議
決
権
行
使
助
言
会
社
の
動
向

議
決
権
行
使
助
言
会
社
の
Ｉ
Ｓ
Ｓ
は
、
社
会
問
題
に
関
す
る
議
案
に
つ
い
て
「
株
主
価
値
の
向
上
も
し
く
は
保
護
に
資
す
る
か
ど
う
か
、

）
一
五
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の
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管
理
な
ど
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
巡
る
課
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へ
の
対
応
は
、
リ
ス
ク
の
減
少
の
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な
ら
ず
収
益
機
会
に

も
つ
な
が
る
重
要
な
経
営
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
、
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
積
極
的
・
能
動
的

に
取
り
組
む
よ
う
検
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を
深
め
る
べ
き
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
現
代
企
業
に
と
っ
て
は
人
権
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の
取
組
み
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

⑵
　
機
関
投
資
家
と
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も
、
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尊
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の
動
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が
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在
化
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。
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、
金
融
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、
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の
英
国
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プ
・
コ
ー
ド
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を
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に
、
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あ
る
機
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投
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の
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原
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日
本
版
ス
チ
ュ
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ド
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プ
・
コ
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ド
（
Ｓ
Ｓ
コ
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ド
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を
策
定
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た
。
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Ｓ
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ド
と
は
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「
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関
投
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が
投
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先
企
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と
の
建
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的
な
対
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（
エ
ン
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を
通
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て
そ
の
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的
成
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を
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、
顧
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・
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者
の
中
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的
な
投
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リ
タ
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ン
の
拡
大
を
図
る
」
た
め
に
有
用
と
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え
ら
れ
る
諸
原
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の
こ
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で
あ
る
。

Ｓ
Ｓ
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機
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投
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は
、
議
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の
行
使
も
含
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、
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任
を
ど
の
よ
う
に
果
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い
る

の
か
に
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と
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て
、
顧
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・
受
益
者
に
対
し
て
定
期
的
に
報
告
を
行
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
お
り
、
機
関
投
資
家
は
、
そ

の
背
後
の
投
資
家
に
対
し
、
上
場
会
社
株
主
総
会
の
議
決
権
行
使
に
関
す
る
実
質
的
な
判
断
に
つ
い
て
の
説
明
が
求
め
ら
れ
る
。

か
か
る
状
況
下
、
機
関
投
資
家
に
は
、
投
資
サ
イ
ク
ル
全
般
で
投
資
先
の
人
権
リ
ス
ク
も
点
検
す
る
こ
と
が
強
く
期
待
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た

⑶
　
議
決
権
行
使
助
言
会
社
の
動
向

議
決
権
行
使
助
言
会
社
の
Ｉ
Ｓ
Ｓ
は
、
社
会
問
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に
関
す
る
議
案
に
つ
い
て
「
株
主
価
値
の
向
上
も
し
く
は
保
護
に
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す
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か
ど
う
か
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〇
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四
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月
）

一
〇

に
基
づ
き
個
別
判
断
す
る
」
と
し
、
そ
の
社
会
問
題
の
範
疇
に
は
、
商
品
の
安
全
性
、
環
境
問
題
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
労
働
問
題
、
人

権
問
題
、
従
業
員
の
多
様
性
、
取
締
役
会
の
多
様
性
、
政
治
献
金
を
は
じ
め
と
し
て
、
幅
広
い
分
野
の
事
柄
が
含
ま
れ
、
株
主
提
案
を
分

析
す
る
際
に
は
、
前
記
の
様
々
な
要
素
が
考
慮
さ
れ
る
が
、
当
該
提
案
が
短
期
お
よ
び
長
期
の
株
主
価
値
の
向
上
、
も
し
く
は
保
護
に
資

す
る
か
ど
う
か
が
重
要
だ
と
説
明
す
る
。

ま
た
、
グ
ラ
ス
・
ル
イ
ス
は
、「
事
業
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
お
い
て
、
重
要
な
環
境
・
社
会
的
要
素
を
考
慮
す
べ
き
」
と
し
、
経
営
陣

や
取
締
役
会
が
社
会
リ
ス
ク
を
軽
視
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
株
主
価
値
を
脅
か
す
現
状
ま
た
は
差
し
迫
っ
た
社
会
リ
ス
ク
に
適
切
に
対
応

で
き
て
い
な
い
場
合
に
は
、
株
主
が
取
締
役
の
責
任
追
及
を
検
討
す
べ
き
で
あ
っ
て
、「
当
該
問
題
の
監
督
を
す
る
責
任
を
明
確
に
負
っ

て
い
る
取
締
役
会
の
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
反
対
助
言
を
行
う
」
と
し
て
い
る
（
23
）

。

取
締
役
会
に
女
性
取
締
役
が
い
な
い
会
社
の
経
営
ト
ッ
プ
に
反
対
を
推
奨
す
る
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
基
準
を

固
定
数
値
方
式
か
ら
割
合
方
式
に
変
更
し
、
プ
ラ
イ
ム
市
場
上
場
企
業
の
取
締
役
会
が
最
低
一
〇
％
以
上
の
多
様
な
性
別
の
取
締
役
を
有

し
て
い
な
い
場
合
に
取
締
役
会
議
長
に
反
対
助
言
を
行
う
な
ど
（
グ
ラ
ス
・
ル
イ
ス
）、
特
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
関
す
る

議
決
権
行
使
基
準
が
二
〇
二
三
年
に
改
定
さ
れ
た
点
に
は
特
に
留
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

⑷
　
人
権
問
題
に
関
す
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
株
主
提
案

以
上
の
と
お
り
、
昨
今
で
は
環
境
問
題
、
特
に
気
候
変
動
問
題
に
社
会
の
注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
人
権
問
題
に
つ
い
て
も
環
境

問
題
に
劣
ら
な
い
く
ら
い
資
本
市
場
の
重
要
課
題
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

株
主
が
投
資
先
企
業
と
目
的
を
も
っ
て
建
設
的
な
対
話
を
行
う
こ
と
を
「
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
株
主
行
動
）」
と
い
う
。
株
主
に
よ
る

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
方
法
と
し
て
は
、
株
主
総
会
に
お
け
る
質
問
（
法
三
一
四
条
）
や
株
主
提
案
権
の
行
使
が
あ
る
が
、
昨
今
で
は
、
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六
（
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主
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案
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（
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一
一

株
主
提
案
が
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
手
段
の
一
つ
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

米
国
に
お
い
て
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
含
め
た
人
権
Ｄ
Ｄ
の
開
示
を
求
め
る
提
案
が
多
く
（
24
）

、
二
〇
二
二
年
に
は
Ｉ
Ｔ
企
業
で
職
場

の
人
権
監
査
を
求
め
る
株
主
提
案
が
可
決
さ
れ
た
事
例
も
認
め
ら
れ
た
（
25
）

。
こ
の
点
、
日
本
で
も
、
前
記
⑴
の
と
お
り
、
Ｓ
Ｓ
コ
ー
ド
に
基

づ
き
、
機
関
投
資
家
が
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
通
じ
て
投
資
先
企
業
の
持
続
的
な
成
長
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
顧
客
や
受
益
者

の
中
長
期
的
な
投
資
リ
タ
ー
ン
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

近
年
は
資
本
市
場
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
関
す
る
問
題
意
識
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
環
境
問
題（
Ｅ
）と
と
も
に
（
26
）

、

二
〇
二
三
年
に
は
、
人
権
を
含
む
社
会
問
題（
Ｓ
）を
主
た
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
課
題
と
す
る
機
関
投
資
家
が
増
え
て
き
た
。
ま
た
、

二
〇
二
三
年
一
月
三
一
日
の
企
業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令
等
の
改
正
に
よ
り
、
同
年
三
月
三
一
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年

度
に
か
か
る
有
価
証
券
報
告
書
か
ら
、「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
考
え
方
及
び
取
組
」
の
記
載
欄
も
新
設
さ
れ
て
い
る
。

前
記
⑶
の
議
決
権
行
使
基
準
改
定
の
影
響
も
あ
り
、
男
女
平
等
の
達
成
を
目
標
に
取
締
役
の
男
女
比
率
に
つ
い
て
目
標
水
準
を
定
め
る

定
款
変
更
が
提
案
さ
れ
る
な
ど
、
社
会
関
連
の
株
主
提
案
は
、
二
〇
二
二
年
が
三
社
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
二
〇
二
三
年
に
は
五
社
に

増
加
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
動
向
に
は
今
後
と
も
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

６
　
結
語
に
か
え
て

本
稿
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
最
近
の
株
主
総
会
に
お
け
る
株
主
提
案
増
加
の
一
因
に
は
、
人
権
Ｄ
Ｄ
と
株
主
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
動
き

が
あ
る
。
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
に
加
え
て
、
他
の
機
関
投
資
家
も
株
主
提
案
を
実
施
す
る
な
ど
、
株
主
提
案
権
行
使
の
裾
野
は
広
が
っ
て
お
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提
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が
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手
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の
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と
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定
着
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あ
る
。
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国
に
お
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て
は
、
サ
プ
ラ
イ
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ェ
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た
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Ｄ
Ｄ
の
開
示
を
求
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る
提
案
が
多
く
（
24
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、
二
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に
は
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Ｔ
企
業
で
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場

の
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権
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査
を
求
め
る
株
主
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が
可
決
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れ
た
事
例
も
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め
ら
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た
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こ
の
点
、
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本
で
も
、
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の
と
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、
Ｓ
Ｓ
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に
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、
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投
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エ
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の
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を
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こ
と
に
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り
、
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客
や
受
益
者

の
中
長
期
的
な
投
資
リ
タ
ー
ン
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

近
年
は
資
本
市
場
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
関
す
る
問
題
意
識
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
環
境
問
題（
Ｅ
）と
と
も
に
（
26
）

、

二
〇
二
三
年
に
は
、
人
権
を
含
む
社
会
問
題（
Ｓ
）を
主
た
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
課
題
と
す
る
機
関
投
資
家
が
増
え
て
き
た
。
ま
た
、

二
〇
二
三
年
一
月
三
一
日
の
企
業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令
等
の
改
正
に
よ
り
、
同
年
三
月
三
一
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年

度
に
か
か
る
有
価
証
券
報
告
書
か
ら
、「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
考
え
方
及
び
取
組
」
の
記
載
欄
も
新
設
さ
れ
て
い
る
。

前
記
⑶
の
議
決
権
行
使
基
準
改
定
の
影
響
も
あ
り
、
男
女
平
等
の
達
成
を
目
標
に
取
締
役
の
男
女
比
率
に
つ
い
て
目
標
水
準
を
定
め
る

定
款
変
更
が
提
案
さ
れ
る
な
ど
、
社
会
関
連
の
株
主
提
案
は
、
二
〇
二
二
年
が
三
社
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
二
〇
二
三
年
に
は
五
社
に

増
加
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
動
向
に
は
今
後
と
も
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

６
　
結
語
に
か
え
て

本
稿
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
最
近
の
株
主
総
会
に
お
け
る
株
主
提
案
増
加
の
一
因
に
は
、
人
権
Ｄ
Ｄ
と
株
主
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
動
き

が
あ
る
。
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
に
加
え
て
、
他
の
機
関
投
資
家
も
株
主
提
案
を
実
施
す
る
な
ど
、
株
主
提
案
権
行
使
の
裾
野
は
広
が
っ
て
お

）
五
五
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
二
号
（
二
〇
二
四
年
九
月
）

一
二

り
、
二
〇
二
四
年
株
主
総
会
で
も
社
会
問
題
・
人
権
問
題
に
関
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
想
定
さ
れ
る
中
、
従
来
以
上
に
資
本
市
場
と
の
対

話
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
脱
稿
時
（
二
〇
二
四
年
五
月
七
日
）
に
は
、
二
〇
二
四
年
六
月
の
株
主
総
会
シ
ー
ズ
ン
を
経
て
い
な
い
た
め
、
改
め
て
の
分
析
が

必
要
で
あ
る
（
27
）

。
思
う
に
、
本
格
的
な
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
株
主
総
会
を
迎
え
、
Ｐ
Ｂ
Ｒ
問
題
に
期
待
の
高
い
株
主
の
回
帰
が
見
込
ま
れ
（
28
）

、

ま
た
、
機
関
投
資
家
も
、
女
性
役
員
や
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
議
決
権
行
使
基
準
を
高
め
て
い
く
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
各
社
と

も
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
拡
充
に
向
け
た
取
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

以
上

（
1
） 

日
本
取
引
所
グ
ル
ー
プ
「
上
場
会
社
の
取
組
み
支
援
／
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
向
上
」https://w

w
w

.jpx.co.jp/corporate/

sustainability/esg-investm
ent/support/01.htm

l

（
2
） 

少
数
株
主
に
は
、
株
主
総
会
招
集
権
（
六
か
月
前
か
ら
ど
の
時
期
を
と
っ
て
も
総
株
主
の
議
決
権
の
三
％
以
上
の
議
決
権
を
有
し
て
い
た
株

主
）
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
会
社
法
（
以
下
、
単
に
「
法
」
と
略
称
）
二
九
七
条
）。

（
3
） 

行
使
で
き
る
少
数
株
主
の
資
格
要
件
に
つ
い
て
、
定
款
で
緩
和
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

（
4
） 

議
案
が
株
主
提
案
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
株
主
総
会
参
考
書
類
に
、
会
社
法
施
行
規
則
（
以
下
、「
規
則
」）
九
三
条
一
項
各
号
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
5
） 

株
主
提
案
権
の
行
使
に
際
し
て
は
、
事
前
の
個
別
株
主
通
知
の
手
続
が
必
要
で
あ
る
。
実
務
上
は
、
個
別
株
主
通
知
を
受
け
た
振
替
機
関
が
、

上
場
会
社
に
対
し
、
個
別
株
主
通
知
を
し
た
株
主
の
保
有
株
式
数
の
増
減
等
を
通
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
通
知
を
受
け
た
上
場
会
社
が
、
当
該

）
五
五
（

株
主
提
案
権
の
現
在
実
相
（
菅
原
）

一
三

株
主
が
持
株
要
件
を
満
た
す
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

（
6
） 

東
京
地
判
昭
六
〇
年
一
〇
月
二
九
日
商
事
一
〇
五
七
号
三
四
頁
。

（
7
） 

菅
原
『
会
社
法
入
門
20
講
』（
二
〇
二
一
・
勁
草
書
房
）
六
五
頁
。

（
8
） 

株
主
提
案
権
の
比
較
法
的
研
究
と
し
て
、
比
較
法
研
究
セ
ン
タ
ー
「
株
主
提
案
権
の
在
り
方
に
関
す
る
会
社
法
上
の
論
点
の
調
査
研
究
業
務
報

告
書
」（
二
〇
一
六
）、
最
近
の
米
国
法
制
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
森
啓
悟
「
米
国
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
株
主
権
の
考
察
」

ソ
シ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
三
〇
号
（
二
〇
二
四
）
六
七
頁
以
下
。

（
9
） 

東
京
高
判
平
二
七
年
五
月
一
九
日
金
判
一
四
七
三
号
二
六
頁
等
。

（
10
） 

東
京
高
判
平
二
三
年
九
月
二
七
日
資
料
版
商
事
三
三
三
号
三
九
頁
。
た
だ
し
、
有
力
な
反
対
説
あ
り
。

（
11
） 

東
京
高
決
令
元
年
五
月
二
七
日
資
料
版
商
事
法
務
四
二
四
号
一
一
八
頁
。
本
決
定
は
、「
本
対
応
方
針
を
廃
止
す
る
旨
の
本
件
議
題
を
本
件
株

主
総
会
の
目
的
と
す
る
こ
と
（
中
略
）
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
本
対
応
方
針
の
廃
止
が
相
手
方
の
株
主
総
会
の
権
限
の
範
囲
に
属
す
る
事
項
で

あ
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
上
で
、
会
社
の
定
款
の
定
め
等
を
検
討
し
、「
相
手
方
の
株
主
総
会
が
、
本
件
定
款
一
五
条
一
項
に
よ
り
、
本
対
応

方
針
の
よ
う
な
事
前
警
告
型
買
収
防
衛
策
の
導
入
等
を
決
定
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
と
し
て
も
、
抗
告
人
は
、
本
対
応
方
針
を
廃
止
す
る
旨
の
本

件
議
題
の
提
案
等
を
す
る
本
件
議
題
提
案
権
等
を
有
し
て
い
な
い
」
と
結
論
づ
け
た
。

（
12
） 

京
都
地
決
令
三
年
六
月
七
日
資
料
版
商
事
法
務
四
四
九
号
九
〇
頁
。
本
決
定
で
は
、
株
式
分
割
型
ス
ピ
ン
オ
フ
を
実
施
す
る
に
は
、
産
競
法
に

基
づ
く
経
済
産
業
大
臣
の
事
業
再
編
計
画
の
認
定
や
子
会
社
株
式
の
上
場
承
認
な
ど
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
株
主
提
案
に
関
す
る
株
主
総
会

決
議
に
は
法
的
拘
束
力
が
な
く
、
勧
告
的
な
意
味
し
か
有
し
な
い
決
議
で
あ
る
も
の
の
、
会
社
法
上
は
剰
余
金
の
配
当
に
関
す
る
株
主
提
案
で
あ
り
、

そ
れ
が
株
主
総
会
の
決
議
事
項
に
属
す
る
事
項
で
あ
る
限
り
、
原
則
と
し
て
株
主
提
案
権
の
対
象
に
な
る
と
の
一
般
論
を
示
し
て
い
る
。

（
13
） 

前
掲
・
京
都
地
決
に
否
定
的
な
見
解
と
し
て
、
鈴
木
千
佳
子
「
勧
告
的
な
意
味
を
有
す
る
株
主
提
案
の
取
り
扱
い
」
法
学
研
究
九
六
巻
七
号

五
一
頁
。

（
14
） 

金
融
庁
は
、
二
〇
二
三
年
二
月
九
日
、
損
害
保
険
大
手
四
社
に
政
策
保
有
株
の
売
却
を
加
速
す
る
よ
う
求
め
た
。
四
社
合
計
の
政
策
保
有
株
は

延
べ
五
九
〇
〇
社
、
時
価
ベ
ー
ス
で
六
・
五
兆
円
に
及
ぶ
。
こ
れ
は
、
金
融
庁
が
株
の
持
合
い
を
通
じ
た
企
業
と
の
関
係
が
一
連
の
価
格
カ
ル
テ
ル

）
五
五
（



株
主
提
案
権
の
現
在
実
相
（
菅
原
）

一
三

株
主
が
持
株
要
件
を
満
た
す
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

（
6
） 

東
京
地
判
昭
六
〇
年
一
〇
月
二
九
日
商
事
一
〇
五
七
号
三
四
頁
。

（
7
） 
菅
原
『
会
社
法
入
門
20
講
』（
二
〇
二
一
・
勁
草
書
房
）
六
五
頁
。

（
8
） 
株
主
提
案
権
の
比
較
法
的
研
究
と
し
て
、
比
較
法
研
究
セ
ン
タ
ー
「
株
主
提
案
権
の
在
り
方
に
関
す
る
会
社
法
上
の
論
点
の
調
査
研
究
業
務
報

告
書
」（
二
〇
一
六
）、
最
近
の
米
国
法
制
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
森
啓
悟
「
米
国
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
株
主
権
の
考
察
」

ソ
シ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
三
〇
号
（
二
〇
二
四
）
六
七
頁
以
下
。

（
9
） 

東
京
高
判
平
二
七
年
五
月
一
九
日
金
判
一
四
七
三
号
二
六
頁
等
。

（
10
） 

東
京
高
判
平
二
三
年
九
月
二
七
日
資
料
版
商
事
三
三
三
号
三
九
頁
。
た
だ
し
、
有
力
な
反
対
説
あ
り
。

（
11
） 

東
京
高
決
令
元
年
五
月
二
七
日
資
料
版
商
事
法
務
四
二
四
号
一
一
八
頁
。
本
決
定
は
、「
本
対
応
方
針
を
廃
止
す
る
旨
の
本
件
議
題
を
本
件
株

主
総
会
の
目
的
と
す
る
こ
と
（
中
略
）
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
本
対
応
方
針
の
廃
止
が
相
手
方
の
株
主
総
会
の
権
限
の
範
囲
に
属
す
る
事
項
で

あ
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
上
で
、
会
社
の
定
款
の
定
め
等
を
検
討
し
、「
相
手
方
の
株
主
総
会
が
、
本
件
定
款
一
五
条
一
項
に
よ
り
、
本
対
応

方
針
の
よ
う
な
事
前
警
告
型
買
収
防
衛
策
の
導
入
等
を
決
定
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
と
し
て
も
、
抗
告
人
は
、
本
対
応
方
針
を
廃
止
す
る
旨
の
本

件
議
題
の
提
案
等
を
す
る
本
件
議
題
提
案
権
等
を
有
し
て
い
な
い
」
と
結
論
づ
け
た
。

（
12
） 

京
都
地
決
令
三
年
六
月
七
日
資
料
版
商
事
法
務
四
四
九
号
九
〇
頁
。
本
決
定
で
は
、
株
式
分
割
型
ス
ピ
ン
オ
フ
を
実
施
す
る
に
は
、
産
競
法
に

基
づ
く
経
済
産
業
大
臣
の
事
業
再
編
計
画
の
認
定
や
子
会
社
株
式
の
上
場
承
認
な
ど
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
株
主
提
案
に
関
す
る
株
主
総
会

決
議
に
は
法
的
拘
束
力
が
な
く
、
勧
告
的
な
意
味
し
か
有
し
な
い
決
議
で
あ
る
も
の
の
、
会
社
法
上
は
剰
余
金
の
配
当
に
関
す
る
株
主
提
案
で
あ
り
、

そ
れ
が
株
主
総
会
の
決
議
事
項
に
属
す
る
事
項
で
あ
る
限
り
、
原
則
と
し
て
株
主
提
案
権
の
対
象
に
な
る
と
の
一
般
論
を
示
し
て
い
る
。

（
13
） 

前
掲
・
京
都
地
決
に
否
定
的
な
見
解
と
し
て
、
鈴
木
千
佳
子
「
勧
告
的
な
意
味
を
有
す
る
株
主
提
案
の
取
り
扱
い
」
法
学
研
究
九
六
巻
七
号

五
一
頁
。

（
14
） 

金
融
庁
は
、
二
〇
二
三
年
二
月
九
日
、
損
害
保
険
大
手
四
社
に
政
策
保
有
株
の
売
却
を
加
速
す
る
よ
う
求
め
た
。
四
社
合
計
の
政
策
保
有
株
は

延
べ
五
九
〇
〇
社
、
時
価
ベ
ー
ス
で
六
・
五
兆
円
に
及
ぶ
。
こ
れ
は
、
金
融
庁
が
株
の
持
合
い
を
通
じ
た
企
業
と
の
関
係
が
一
連
の
価
格
カ
ル
テ
ル

）
五
五
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
二
号
（
二
〇
二
四
年
九
月
）

一
四

の
温
床
に
な
っ
た
と
問
題
視
し
た
も
の
で
あ
り
、
政
策
保
有
株
式
の
解
消
に
も
拍
車
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

（
15
） 

二
〇
二
三
年
株
主
総
会
の
各
種
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
旬
刊
商
事
法
務
二
三
四
四
号
『
２
０
２
３
年
版
株
主
総
会
白
書
』。

（
16
） 
大
和
総
研
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
「
２
０
２
３
年
６
月
株
主
総
会
シ
ー
ズ
ン
の
総
括
と
示
唆
」
五
頁
。

（
17
） 
二
〇
二
一
年
・
二
〇
二
二
年
の
六
月
総
会
で
可
決
さ
れ
た
株
主
提
案
議
案
は
、
役
員
選
任
議
案
の
み
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
二
〇
二
三
年
六
月

総
会
で
は
、
役
員
選
任
議
案
に
加
え
て
剰
余
金
配
当
に
関
す
る
議
案
も
可
決
さ
れ
る
事
例
が
現
れ
た
。
ま
た
、
二
〇
二
二
年
お
よ
び
二
〇
二
三
年
に

お
い
て
可
決
さ
れ
た
議
案
を
提
案
し
た
株
主
の
属
性
に
は
、
必
ず
し
も
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
に
は
該
当
し
な
い
機
関
投
資
フ
ァ
ン
ド
も
存
在
し
て
い
る
。

（
18
） 

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
一
年
〜
二
〇
二
三
年
に
提
出
さ
れ
た
臨
時
報
告
書
の
記
載
で
は
、
二
〇
二
一
年
の
自
己
株

式
の
取
得
に
関
す
る
株
主
提
案
が
九
件
だ
っ
た
の
に
対
し
、
二
〇
二
二
年
は
二
九
件
、
二
〇
二
三
年
が
三
五
件
と
増
加
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

（
19
） 

株
主
と
の
合
意
に
よ
る
自
己
株
式
の
取
得
の
た
め
に
は
、
株
主
総
会
決
議
に
よ
っ
て
取
得
す
る
自
己
株
式
の
数
、
取
得
の
総
額
お
よ
び
自
己
株

式
を
取
得
す
る
期
間
等
の
取
得
の
枠
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
（
法
一
五
六
条
一
項
）、
自
己
株
式
の
取
得
に
関
す
る
株
主
提
案
も
同
項
に

基
づ
い
て
提
案
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

（
20
） 

二
〇
二
三
年
一
月
三
〇
日
公
表
の
東
証
「
論
点
整
理
を
踏
ま
え
た
今
後
の
東
証
の
対
応
」
で
は
、
そ
の
改
善
策
に
つ
い
て
「
継
続
的
に
Ｐ
Ｂ
Ｒ

が
一
倍
を
割
れ
て
い
る
会
社
に
は
、
開
示
を
強
く
要
請
」
と
し
て
い
る
。

（
21
） 

企
業
の
人
権
尊
重
責
任
を
提
唱
し
た
も
の
と
し
て
、
二
〇
一
一
年
採
択
の
国
連
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関
す
る
指
導
原
則
」
が
あ
る
。

https://w
w

w
.unic.or.jp/texts_audiovisual/resolutions_reports/hr_council/ga_regular_session/3404/

（
22
） 

東
証
が
定
め
た
実
効
的
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
現
に
資
す
る
主
要
な
原
則
。https://w

w
w

.jpx.co.jp/equities/listing/cg/

tvdivq0000008jdy-att/nlsgeu000005lnul.pdf

（
23
） 

グ
ラ
ス
・
ル
イ
ス
は
、
二
〇
二
四
年
議
決
権
行
使
助
言
方
針
の
改
定
に
関
す
る
意
見
募
集
し
た
結
果
、
投
資
家
の
間
で
「
気
候
変
動
対
策
に
関

す
る
情
報
開
示
を
全
て
の
上
場
会
社
は
行
う
べ
き
」
と
す
る
意
見
が
強
く
支
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
公
表
し
た
。

（
24
） 

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
政
策
研
究
所
「
プ
ロ
キ
シ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
」（“P

roxy M
onitor ”, T

he M
anhattan Institute

）
に
よ
れ
ば
、
米
誌
フ
ォ
ー

チ
ュ
ン
上
位
二
五
〇
社
の
二
〇
二
三
年
上
期
（
一
〜
六
月
）
の
株
主
提
案
議
案
数
は
二
四
三
件
と
前
年
同
期
に
比
べ
三
九
件
増
加
し
て
い
る
。

）
五
五
（

株
主
提
案
権
の
現
在
実
相
（
菅
原
）

一
五

（
25
） 

た
だ
し
、
米
国
で
は
、
保
守
派
に
よ
る
反
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
機
運
も
衰
え
て
お
ら
ず
、
二
〇
二
四
年
の
大
統
領
選
が
一
段
落
す
る
ま
で
は
機
関
投
資
家

に
よ
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
の
株
主
提
案
に
対
す
る
支
持
率
が
伸
び
る
か
否
か
は
不
透
明
な
状
況
に
あ
る
。
二
〇
二
三
年
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
の
決
議
案
を
支
持

し
た
割
合
は
、
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
・
フ
ァ
ン
ド
大
手
バ
ン
ガ
ー
ド
が
二
％
、
世
界
最
大
の
資
産
運
用
会
社
ブ
ラ
ッ
ク
ロ
ッ
ク
も
七
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。

（
26
） 

従
前
よ
り
電
力
会
社
を
中
心
に
環
境
に
関
す
る
株
主
提
案
は
多
数
あ
り
、
近
年
は
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
機
関
投
資
家
を
中
心
に
、
気
候
変
動
リ
ス

ク
対
応
や
脱
炭
素
社
会
、
パ
リ
協
定
に
定
め
る
目
標
へ
の
対
応
な
ど
を
求
め
る
定
款
変
更
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
特
に
パ
リ
協
定
に
沿
っ
た
事
業
計

画
の
策
定
に
関
す
る
議
案
で
は
、
二
〇
％
を
超
え
る
高
い
賛
成
率
が
認
め
ら
れ
た
。

（
27
） 

三
井
住
友
信
託
銀
行
の
集
計
速
報
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
三
年
六
月
株
主
総
会
で
は
、
上
場
会
社
に
限
定
し
て
も
九
一
社
・
三
三
六
議
案
の
株
主

提
案
が
実
施
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
三
年
連
続
で
過
去
最
多
に
達
す
る
見
通
し
で
あ
る
。

（
28
） 

日
本
経
済
新
聞
が
三
月
期
決
算
の
上
場
企
業
二
、三
〇
〇
社
を
対
象
と
し
た
集
計
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
四
年
の
配
当
お
よ
び
自
社
株
買
い
を
合

算
し
た
株
主
還
元
総
額
は
約
二
五
兆
円
で
あ
り
、
二
年
連
続
で
過
去
最
高
と
な
る
見
通
し
と
さ
れ
て
い
る
（
日
経
新
聞
二
〇
二
四
年
三
月
二
五
日
朝

刊
）。
各
社
の
業
績
拡
大
を
受
け
、
東
証
に
よ
る
資
本
効
率
の
改
善
要
請
も
背
景
に
、
株
主
に
積
極
還
元
す
る
動
向
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

）
五
一
（
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